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こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
よ
り
副
議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
前
期
４
年

間
の
経
験
を
生
か
し
、
議
長
を
し
っ
か

り
補
佐
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

合
併
し
て
12
年
、
一
極
集
中
で
は
な

く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行
政
と
運
営
を

望
み
、
そ
の
為
に
私
も
努
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
議
会
運

営
が
で
き
ま
す
よ
う
協
力
を
願
い
ま
す
。

十日町市議会議員24名（平成29年５月改選）

市議会副議長

鈴木一郎

　

こ
の
度
は
、
議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私
で
あ
り
ま

す
が
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
の
一
層
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
十
日
町

市
の
発
展
・
市
民
の
た
め
に
、
一
生
懸

命
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市議会議長

庭野政義

5月!6日に臨時議会を開催

新しい議会構成が
決まりました!!（４Ｐをご覧ください）

副
議
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ
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員 と し て 取 り 組 む 課 題 と 抱 負議
　

若
い
世
代
の
声
を
市
政
へ
届

け
る
窓
口
に
努
め
ま
す
。
市
議

に
執
行
権
は
な
い
こ
と
を
自
覚

し
、
行
政
や
民
間
の
皆
さ
ま
と

連
携
し
て
地
域
の
課
題
に
対
応

し
ま
す
。
今
日
よ
り
明
日
が
良

く
な
る
よ
う
に
常
に
前
向
き
に

活
動
し
ま
す
。

星
名
大
輔

（
伊　
友
）

1
　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
街
作
り
を
目
指
す
と
共
に

働
く
世
代
の
声
を
し
っ
か
り

と
行
政
に
届
け
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
と
行
政
と
の

懸
け
橋
と
な
り
、
次
世
代
に

住
み
継
が
れ
る
十
日
町
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

根
津
年
夫

（
千
代
田
町
）

2

　

若
者
が
輝
き
躍
動
す
る
十

日
町
、
今
ま
で
頑
張
っ
て
き

た
先
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
方
へ
の
感
謝
と
責
任
、

市
民
目
線
を
念
頭
に
置
き
頑

張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

富
井
高
志

（
馬
場
第
１
）

3
　

市
民
と
地
域
の
声
を
行
政

に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
基
幹
産
業
の
農
業
の
振

興
と
、「
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
初
心

を
忘
れ
ず
に
行
動
し
ま
す
。

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
た
め

の
交
流
活
動
を
し
ま
す
。

水
落
静
子

（
願　
入
）

4

　

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
頑
張

り
ま
す
。
克
雪
対
策
、
地
域

医
療
福
祉
の
充
実
、
防
災
安

全
対
策
、
農
業
を
始
め
地
元

産
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

滝
沢
　
繁

（
兎　
口
）

5
　

子
育
て
世
代
、
お
年
寄
り

の
声
を
聴
き
、
中
山
間
地
と

市
政
と
の
パ
イ
プ
役
に
努
め

ま
す
。
消
雪
パ
イ
プ
、
流
雪

溝
、
冬
季
の
道
路
除
雪
等
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全

に
暮
ら
せ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

山
口
康
司

（
仁　
田
）

6

　

二
期
目
も
市
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

り
全
力
で
皆
さ
ん
の
声
を
届

け
る
こ
と
に
邁
進
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の

充
実
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
。

皆
さ
ん
の
生
活
が
向
上
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

大
嶋
由
紀
子

（
四
日
町
中
原
）

7
　

近
隣
地
域
と
の
連
携
を
含

め
、
地
域
の
資
源
・
財
産
を

生
か
し
な
が
ら
個
性
的
で
魅

力
あ
る
地
域
を
創
る
こ
と
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
市

民
生
活
が
少
し
で
も
豊
か
に

な
り
、
所
得
向
上
に
繋
が
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

福
崎
哲
也

（
伊
達
第
４ 

）

8

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
子
育
て

世
代
や
お
年
寄
り
に
寄
り
添

い
、
市
民
目
線
・
現
場
主
義

を
大
切
に
、
市
民
と
市
政
の

パ
イ
プ
役
に
努
め
、
み
ん
な

が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に

全
力
で
努
力
し
ま
す
。

村
山
達
也

（
松　
代
）

9
　

少
子
高
齢
化
は
数
十
年
先

ま
で
確
実
に
決
ま
っ
て
い
る

日
本
全
国
の
現
象
で
す
。
そ

の
中
で
十
日
町
市
を
よ
り
良

い
方
向
に
向
か
わ
せ
る
こ
と

と
、
一
人
一
人
の
市
民
を
少

し
で
も
幸
せ
に
す
る
こ
と
に

向
か
い
貫
き
通
し
ま
す
。

高
橋
俊
一

（
千
手
上
町
）

10

　

街
づ
く
り
は
市
民
が
主
体

で
す
。
市
民
と
議
会
と
行
政

(

市
長)

と
一
緒
に
、
安
心
で

住
み
継
が
れ
る
街
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

市
民
と
協
働
で
や
さ
し
さ
と

元
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を

実
行
し
ま
す
。

小 

林
　 

均
（
本
町
４
）

11
　

市
民
要
望
を
届
け
て
実
現

し
た
い
。
高
規
格
道
路
と
雪

の
困
難
克
服
支
援
で
、
産
業

の
活
性
化
と
生
活
支
援
、
雇

用
確
保
と
所
得
向
上
を
訴
え

た
い
。
十
日
町
市
だ
か
ら
で

き
る
国
宝
と
縄
文
を
活
か
す

政
策
の
実
現
を
訴
え
た
い
。

吉
村
重
敏

（
中
条
峠
）

12



（3）

TO K A M A C H I

　

新
し
い
議
員
も
誕
生
し
新

議
会
構
成
も
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
今
こ
そ
市
民
の
期
待

に
応
え
、
市
民
に
寄
り
添
っ

た
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
議
会
あ
げ
て
全
力
で
挑

戦
す
る
時
で
あ
り
ま
す
。

遠
田
延
雄

（
川
治
内
後
第
２
）

13
　

市
議
と
は
①
地
域
の
代
弁

者
と
し
②
市
全
体
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
市

の
未
来
を
切
り
開
く
活
動
を

す
る
こ
と
と
考
え
実
践
し
ま

す
。
道
路
改
良
、
義
務
教
育

学
校
の
設
立
、
野
首
遺
跡
の

国
宝
化
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

藤
巻
　
誠

（
新
光
寺
）

14

　

行
財
政
を
見
直
し
、
公
務

員
と
税
金
の
活
か
し
方
を
変

え
、
雪
国
十
日
町
唯
一
の
、

国
宝
笹
山
に
全
市
の
農
商
工

を
連
携
、
体
験
観
光
を
組
み

合
せ
、
子
ど
も
と
雇
用
を
増

や
し
、
予
防
福
祉
と
在
宅
介

護
の
充
実
に
尽
力
し
ま
す
。

樋
口
利
明

（
中
条
上
町
）

15
　

人
口
減
少
に
負
け
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
数
の
論

理
で
な
く
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
幸
福
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
い
い
も
の
は
い
い
、
ダ

メ
な
も
の
は
ダ
メ
を
モ
ッ
ト

ー
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鈴
木
和
雄

（
倉　
俣
）

16

　

産
業
振
興
、
高
等
教
育
機

関
等
の
誘
致
、
青
少
年
の
健

全
育
成
、
地
域
自
治
組
織
の

機
能
向
上
等
に
力
を
注
ぐ
こ

と
で
、
交
流
・
定
住
人
口
の

増
加
を
図
り
、
笑
顔
と
活
気

に
満
ち
た
十
日
町
市
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

小
林
弘
樹

（
春
日
町
１
）

17
　

い
の
ち
輝
く
地
域
を
目
指

し
て
、
暮
ら
し
、
子
育
て
、

高
齢
社
会
を
支
え
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
元
気

と
希
望
を
持
て
る
地
域
づ
く

り
を
、
現
場
第
一
主
義
に
徹

し
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

宮
沢
幸
子

（
大
黒
沢
第
１
）

18

　
「
市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
」

の
立
場
か
ら
医
療
・
介
護
の

抜
本
的
充
実
を
図
る
。
高
齢

者
世
帯
の
除
雪
支
援
、
子
育

て
支
援
と
し
て
給
付
型
奨
学

金
制
度
な
ど
に
取
り
組
む
。

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発

揮
し
、
是
々
非
々
を
貫
く
。

安
保
寿
隆

（
四
日
町
第
１
）

19
　

元
気
に
明
る
く
楽
し
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域

に
密
着
し
た
現
場
主
義
・
地

域
振
興
を
図
り
、
人
や
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

励
み
ま
す
。
ま
た
、
中
山
間

地
を
見
回
り
、
子
ど
も
た
ち

や
お
年
寄
り
を
見
守
り
ま
す
。

小
林
正
夫

（
木　
島
）

20

　

再
度
初
心
に
帰
り
、
自
分

自
身
で
で
き
る
事
を
考
え
た

い
。
子
育
て
支
援
、
福
祉
は

十
日
町
市
は
充
実
し
て
い
る

が
、
今
住
む
人
た
ち
の
経
済

的
な
安
定
が
あ
っ
て
の
事
だ

と
考
え
る
。
経
済
的
な
支
援

の
充
実
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

鈴
木
一
郎

（
白
羽
毛
）

21
　

安
心
と
笑
顔
の
あ
る
暮
ら
し

を
目
指
し
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
連
携
強
化
、
看
護
専
門
学

校
の
着
実
な
開
校
、
地
元
木
材

の
活
用
促
進
、
地
産
地
消
の
推

進
、
６
次
産
業
の
開
拓
、
原
発

事
故
に
備
え
た
避
難
訓
練
の
実

施
に
取
り
組
み
ま
す
。

太
田
祐
子

（
川
治
内
後
第
２
）

22

　

地
域
内
循
環
経
済
の
構
築

及
び
、
里
山
の
暮
ら
し
と
自

然
・
文
化
の
組
み
合
わ
せ
の

発
信
に
よ
り
新
た
な
経
済
活

動
を
誘
発
し
若
者
と
産
業
が

育
つ
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

周
辺
山
間
地
域
に
軸
足
を
置

い
た
提
案
型
言
動
を
目
指
す
。

小
野
嶋
哲
雄

（
太　
平
）

23
　

21
世
紀
の
郷ま

里ち

創
り
を
目

指
す
。
地
場
産
業
の
さ
ら
な

る
振
興
と
、
教
育
、
芸
術
文

化
を
高
め
、
福
祉
の
充
実
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ

る
郷
里
創
り
に
尽
力
し
ま
す
。

庭
野
政
義

（
本
町
７
―
１
）

24
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４
月
23
日
に
市
長
及
び
市
議
会

議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
市
議
会

も
新
た
な
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
編
集

委
員
は
、
６
名
の
う
ち
私
以
外
は

全
て
一
期
の
議
員
が
占
め
た
結
果
、

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長
を
務
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
は
政
治
と
密
接
不
可

分
な
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
と
り

わ
け
市
議
会
は
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在
で
す
。

情
報
公
開
は
も
と
よ
り
、
議
会
活

動
を
よ
り
詳
し
く
解
り
や
す
い
よ

う
に
写
真
も
含
め
、
皆
さ
ま
に
お

届
け
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

合
併
か
ら
12
年
が
経
過
す
る
中

で
、
40
名
だ
っ
た
議
員
数
も
24
名

と
な
り
ま
し
た
が
、
中
心
部
と
周

辺
部
と
の
隔
た
り
が
生
じ
な
い
よ

う
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
や
ご
要
望

な
ど
を
し
っ
か
り
と
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
、
今
後
は
さ
ら
に
行
政
と

議
会
が
英
知
を
出
し
合
い
な
が
ら

市
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ
く
努

力
を
積
み
重
ね
な
が
ら
地
域
の
課

題
を
市
政
に
反
映
し
て
い
く
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
小
林
正
夫
）

決
ま
り
ま
し
た

●
議
　
長

　
庭
　
野
　
政
　
義

●
副
議
長

　
鈴
　
木
　
一
　
郎

●
監
査
委
員

　
宮
　
沢
　
幸
　
子

新しい顔ぶれによる議案審議

議
会
構
成
が

■
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

小
　
林
　
弘
　
樹

副
委
員
長　

村
　
山
　
達
　
也

委　
　

員　

福
　
崎
　
哲
　
也

吉
　
村
　
重
　
敏

遠
　
田
　
延
　
雄

藤
　
巻
　
　
　
誠

安
　
保
　
寿
　
隆

太
　
田
　
祐
　
子

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

藤
　
巻
　
　
　
誠

副
委
員
長　

遠
　
田
　
延
　
雄

委　
　

員　

富
　
井
　
高
　
志

小
　
林
　
弘
　
樹

安
　
保
　
寿
　
隆

小
　
林
　
正
　
夫

鈴
　
木
　
一
　
郎

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

吉
　
村
　
重
　
敏

副
委
員
長　

高
　
橋
　
俊
　
一

委　
　

員　

星
　
名
　
大
　
輔

根
　
津
　
年
　
夫

滝
　
沢
　
　
　
繁

福
　
崎
　
哲
　
也

小
　
林
　
　
　
均

樋
　
口
　
利
　
明

■
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

太
　
田
　
祐
　
子

副
委
員
長　

大
　
嶋
　
由
紀
子

委　
　

員　

水
　
落
　
静
　
子

山
　
口
　
康
　
司

村
　
山
　
達
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義新・議会だより編集委員の顔ぶれ

【所管事項】
　企画政策課、総務課、財政課、
防災安全課、税務課、会計課、
教育総務課、学校教育課、生涯
学習課、文化財課、スポーツ振
興課、議会事務局、選挙管理委
員会及び監査委員所管に関する
事項。その他、他の常任委員会
の所管に属さない事項

【所管事項】
　産業政策課、農林課、観光交
流課、建設課、都市計画課、エ
ネルギー政策課、環境衛生課、
上下水道局及び農業委員会所管
に関する事項

【所管事項】
　福祉課（福祉事務所）、市民生
活課、子育て支援課、発達支援
センター、健康づくり推進課、
医療介護課

※総務文教常任委員会の定数は８人ですが、議長は常任委員会の委員
を辞任する申し合わせになっているため、７人となっています。
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